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立方体の 3つの面に 0，2つの面に 1，1つの面に 2の目が書かれたさいころがある．

次の問に答えよ．

(1) このさいころを n回投げたとき，0, 1, 2の目が出た回数をそれぞれ x, y, zとす

る．このとき y ≧ zとなる組の総数を求めよ．

(2) このさいころを n回投げたとき，出た目の最大値が 1となる確率を求めよ．

(3) このさいころを 0以外の目が出るまで繰り返し投げる．奇数回目に初めて 0以外

の目が出て，その目が 2である確率を求めよ．
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【答】

(1)


nが偶数のとき 1

4
(n+ 2)2

nが奇数のとき 1
4
(n+ 1)(n+ 3)

(2)
(
5
6

)n

−
(
1
2

)n

(3) 2
9

【解答】
1回のさいころ投げで

0の目が出る確率は 3
6

= 1
2
，

1の目が出る確率は 2
6

= 1
3
，

2の目が出る確率は 1
6

である．

(1) x, y, z は n回のさいころ投げで出る目 0, 1, 2それぞれの回数である．

(∗)
{
x+ y + z = n (x, y, z は 0以上の整数)

y ≧ z

を満たす整数の組 (x, y, z)の総数を求める．x, y, z が整数のもとで

(∗) ⇐⇒
{
0 ≦ x = n− y − z

y ≧ z ≧ 0
⇐⇒

{
x = n− y − z

0 ≦ z ≦ y ≦ n− z

第 2式を満たす整数 y は

(n− z)− (z − 1) = n− 2z + 1 個

ある．整数 z は

0 ≦ z ≦ n− z ∴ 0 ≦ z ≦ n
2

の範囲で動く．xは第 1式により y, z が決まれば一意に決まるから，組 (x, y, z)の総数は
第 2式を満たす組 (y, z)の総数と一致する．nの偶奇で場合分けすると

( i ) nが偶数のとき
n = 2mとおくと，0 ≦ z ≦ mであり，組 (y, z)の総数は

m∑
z=0

(2m− 2z + 1) =
(m+ 1){(2m+ 1) + 1}

2
= (m+ 1)2

=
(
n
2

+ 1
)2

= 1
4
(n+ 2)2

である．



2

(ii) nが奇数のとき

n = 2m+ 1とおくと，0 ≦ z ≦ n− 1
2

= mであり，組 (y, z)の総数は

m∑
z=0

{(2m+ 1)− 2z + 1} =
(m+ 1){(2m+ 2) + 2}

2
= (m+ 1)(m+ 2)

=
(
n− 1
2

+ 1
)(

n− 1
2

+ 2
)

= 1
4
(n+ 1)(n+ 3)

である．

よって，(∗)を満たす組 (x, y, z)の総数は
nが偶数のとき 1

4
(n + 2)2

nが奇数のとき 1
4
(n + 1)(n + 3)

……（答）

である．

• x+ y+ z = nを満たす 0以上の整数の組 (x, y, z)の総数をN とおく．y, zの大小は

( i ) y < z (ii) y = z (iii) y > z

に分類され，それぞれの条件を満たす組 (x, y, z)の総数を順に N1, N2, N3 とおく
と，( i )，(iii)の組は y, z を入れかえることにより 1対 1に対応するから，N1 = N3

である．{
N = N1 +N2 +N3

N1 = N3

より N1 = N3 =
N −N2

2

であり，求める総数は

N2 +N3 = N2 +
N −N2

2
=

N +N2

2

である．
N は n個の玉と仕切り棒 2本の並べ方の総数に一致するから

N = 3+n−1Cn =
(n+ 2)(n+ 1)

2

であり，N2 は x+ y + y = n (x, y は 0以上の整数)を満たす組 (x, y)の総数であり{
0 ≦ x = n− 2y

0 ≦ y
⇐⇒

{
x = n− 2y

0 ≦ y ≦ n
2

xは第 1式により y が決まれば一意に決まるから，組 (x, y)の総数は第 2式を満たす
組 y の総数と一致する．nの偶奇で場合分けすると

N2 =

nが偶数のとき n
2

+ 1 = n+ 2
2

nが奇数のとき n− 1
2

+ 1 = n+ 1
2

である．
よって，求める総数 N2 +N3 は

N2 +N3

=


nが偶数のとき， 1

2

{
(n+ 2)(n+ 1)

2
+ n+ 2

2

}
= 1

4
(n+ 2)2

nが奇数のとき， 1
2

{
(n+ 2)(n+ 1)

2
+ n+ 1

2

}
= 1

4
(n+ 1)(n+ 3)

である．
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(2) n回のさいころ投げで，出た目の最大値が 1となるのは，すべての目が 0または 1であり，
かつ 1の目が少なくとも 1回出るときである．
よって，求める確率は(

1
2

+ 1
3

)n

−
(
1
2

)n

=
(
5
6

)n

−
(
1
2

)n

……（答）

である．
(3) 2k − 1 (k ≧ 1)回目に初めて 0以外の目が出て，その目が 2である確率は(

1
2

)2k−2

· 1
6

= 1
6

(
1
4

)k−1

であるから，求める確率は
∞∑

k=1

1
6

(
1
4

)k−1

= 1
6

· 1

1− 1
4

(∵ 無限等比級数)

= 1
6

· 4
3

= 2
9

……（答）

である．

• 奇数回目に初めて 0以外の目が出て，その目が 2である確率を pとおく．

(ア) 1回目に 2の目が出る
(イ) 1回目，2回目に 0の目が出て，3回目以降の奇数回目で初めて 0以外の目が出て，
その目が 2である

(ア)，(イ)は排反であるから

p = 1
6

+
(
1
2

)2

p

4p = 4
6

+ p

∴ p = 2
9

である．


